
令和６年度 第４回 中郡小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時  令和７年２月１４日（金） ９時３０分から１１時３０分まで 

２ 開催場所  中郡小学校 学習室 

３ 出席委員  本間 義章、髙井 昭、村木 文𠮷、村木 富代、村松 康乃、小杉 国宏、松本 英也 

４ 欠席委員  河合 洋子 

５ オブザーバー  小池 誠（積志協働センター主事） 

６ 学校支援コーディネーター 鈴木 尚子 

７ 学   校  渥美 公恵（校長）、佐藤 佳史（教頭）、松原 祐記子（主幹教諭）、澤木 佳世（生徒

指導）、岡元 まり（ＣＳディレクター）    

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 岡元 まり 

10 議長の選出   

司会から、議長の選出について意見を求めたところ、本間会長を推挙する旨の発言があり、全員

異議なくこれを承認した。 

11 協議事項 

  （１）学校関係者評価について 

  （２）学校運営協議会の自己評価 

  （３）令和７年度学校運営基本方針の概要説明 

  （４）令和７年度学校運営協議会について 

12 報告事項 

（１） 学校支援について    

（２） 夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）について 

13 そ の 他    

 次年度の開催日程について 

14 会議記録 

  司会の教頭から、委員総数８人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議は成立

している旨の報告があった。また、会議録作成のため録音する旨の報告があり、全員異議なくこれ

を承認した。 

（１） 学校関係者評価について 

  〇主幹教諭から教育アンケートについて資料に沿って説明があった。 

また、生徒指導の澤木教諭からいじめ防止等について説明があった。  

    村木富委員：きれいな言葉のところの評価が気になる。 

        学）大人と子供の評価に対する受け止め方の違いもあると思う。 

     澤木教諭）とっさに出る言葉の「死ね」や「相手を罵倒する言葉」はゲームの影響もあると

思うが、日常的に使っているわけではない。 

          「決まりを守り安全に」の項目では、念のため病院に行くケースが以前に比べて

多くなっている。 

     本間委員：ケガはどんなケガ？ 

学）教室内と運動場でのケガが多く、鉄棒から落ちたり、距離感がつかめずにあちこ

ちにぶつかったりする。 

    村木文委員：カネスエがオープンすることで人の流れが変わってくる。子供たちの動きへの影

響が心配される。 



     本間委員：自治会から要望書を提出している。オープンしてからも対話を継続する。 

    村松委員：にこにこクラブの竜西荘では小さな子や高齢者と関わることがあり、和やかに過

ごしている。 

     本間委員：からかい・冷やかし・もの隠しはする子される子は同じ子か。 

     澤木教諭：あちこちで起こるが特定ではない。誰にでも起こりうることだと思う。被害者を

守りながら加害者への指導を行っている。中郡小では「BE A HERO」の活動が生か

されていて、早いうちにヘルプを出してくれている。 

松本委員：「BE A HERO」は本人たちも意識していると思う。 

（２） 学校運営協議会の自己評価について 

本間委員：ハートフルサポーターの認識について場面によって差があると思う。 

村木文委員：どこからどこまでやるのか先生によって違う。 

    村木富委員：ミシンのサポートでは、先生から特にこの子をみてほしい等の指示があるとやり

やすい。 

     村松委員：トートバックでは種類によって作り方が違い、先生もとまどっていた。 

     高井委員：先生の負担軽減が目的のはず、年度初めに話し合って授業に生かすとよい。 

        学）コーディネーターの活躍でサポーターに来てもらいやすくなったが、直接かコー

ディネーターに言うか迷うことがある。手順書のような形式があるとよいと思う。 

コーディネーター：学校とコーディネーターの話合いが不十分。先生によって認識の違いもある。 

村松委員：活動前にざっくりでいいので流れを説明してほしい。 

本間委員：前期と後期の大まかな計画表があるとよいと思う。予定変更で活動がなくなるの

は構わないが、急に活動が増えるとサポーターを集めるのは難しい。 

     高井委員：書初めでは左利きの子の指導をサポーターに任せるとうまくいく。 

オブザーバー小池様：書楽会の方はそろそろだと待っていてくれる。協働センターでは 80くらいの団体

が活動しているので、サポートの声をかけることができる。 

本間委員：来年度も「サポーターの充実」と「防災」の方向性でいきましょう。 

     高井委員：総合学習でユニバーサルを学ぶが、子供たちは福祉＝ユニバーサルデザインの認

識。正しい福祉の教育を求めたい。 

  （３）令和７年度学校運営基本方針の概要説明 

校長から基本方針について概要の説明があった。 

本間委員：次年度に説明があると思うので、次年度に改めて熟議をしましょう。 

高井委員：学校経営構想図に「コミュニティ・スクール」が打ち出されているのは中郡小だ 

けだと思う。 

（４）その他 

〇令和７年度の学校運営協議会の開催について 

候補は４月・７月・１１月・２月の４回と８月８日午後職員との懇談会 

第１回は４月２２日～２５日 時間は９時～１１時で検討 

〇委員の任期について（校長より） 

次期委員を考えてオブザーバーとして参加してもらうことを考えている。 

（５）報告事項 

〇今までの活動報告と昔の遊びが大好評だった報告があった。 

    〇夢育やらまいかの報告では委員にビブスを配布した。今後もサポーターに配布することを確

認した。 

  閉会 


